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●エビデンス

　出血性脳卒中（脳出血やクモ膜下出血）の発症率と飲酒量との間には直線的な正の相関関

係がある1-6）（Ⅱb）。一方、虚血性脳卒中の発症率と飲酒量との間にはJ（またはV）カーブ現

象がみられ、非飲酒者と比べ、少量～中等量の飲酒者では虚血性脳卒中の発症率は低く、

大量飲酒者では高い3-8）（Ⅱb）。本邦で行われたJapan Public Health Center（JPHC）Study 

Cohort Ⅰ9）では、機会飲酒者と比べ、大量飲酒（エタノール450g/週以上）者で全脳卒中の

発症率が68％増加し、特に出血性脳卒中の中でもクモ膜下出血の発症率が著しく増加した。

一方、少量～中等量（エタノール 1～149g/週）の飲酒者では、機会飲酒者と比べ、虚血性

脳卒中の発症率が39％少なく、ラクナ梗塞でより顕著であった（Ⅲ）。
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推　奨

脳卒中予防のためには、大量の飲酒を避けるべきである（グレードA）。




